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新川耕地区域は、本景観計画が施行された平成２０年４月１日に景観計画重点区域として位置づけました。

本区域の特徴としては、江戸川の土手から見える風景は、春には、緑の絨毯のような田園と、その奥に一段と

緑が深く連続した樹林の新川の森の屏風、また、秋は、黄金に輝く稲穂と紅葉が鮮やかな落葉樹と緑が一層濃

くなる針葉樹との色のコントラストを楽しませてくれる風景や、冬の風景とがあいまって、豊かな四季の表情

を見ることができる自然的景観の区域です。 

 

平成２７年２月に農業を取り巻く社会的・環境の変化により、流山市農業振興基本指針が改正されたことに

伴い、当該区域の一部を変更し、新川の連なる緑の景観創出ゾーンとして景観計画を変更し、さらに、平成２

８年１２月に都市計画マスタープランの改定により、新川耕地の方針を見直ししたことから、新川耕地区域内

のゾーン及び景観の形成を図る方針の変更を行いました。 

令和３年７月には、流山市農業振興基本指針が修正され、優良農地等の保全と活用において、「地域の良好な

農業生産環境を保全するとともに、地域の特性を活かした新たな産業の創出となる土地活用事業を展開・実践

していくことが必要」、「市民農園や災害時の防災機能を持つオープンスペース等として貴重な緑地空間である

ことから関係権利者と協力して、良好な営農の場として、保全し及び多面的な活用を促進する」と位置付けら

れました。 

また、千葉県農地転用関係事務指針においては、常磐自動車道流山インターチェンジ出入口から３００ｍ以

内は第３種農地の取り扱いができ、農地転用の許可は、立地基準において可能となっています。 

 

上記の事から、土地活用が進むことが見込まれる新川耕地区域においては、本市における貴重な田園風景か

ら巨大な建築物群である物流施設となり、全く異なる風景に変容することが想定されます。 

今回の変更により、連なる緑の景観創出ゾーンに変更された区域についても、現在開発が進む千葉県道松戸

・野田線の東側の物流施設と同様に、緑豊かな自然を連想させる新たな景観の創出が重要です。 

 

しかし、新川耕地特有の田園集落や屋敷林、今上落しの風景は、市の誇るべき景観の一つです。そのような

自然的景観を継承する要素を残したいという思いから、景観の形成に関する方針に、今上落し及び田園集落の

風景を印象付ける自然的景観の創出に努める旨を加えました。 

以上のことから、本市の誇れる自然的景観と産業・物流系等の土地利用の調和を図り、緑豊かな自然を活か

した景観の維持・創出を引き続き推進していくことから、新川耕地区域のゾーン等を見直すこととしました。 
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新川耕地区域図 新川耕地区域図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⓘ新川の連なる緑の景観創出ゾーン 

利根運河区域 

市街化区域 

Ⓗ新川耕地景観保全ゾーン 

Ⓖ新川の森景観保全ゾーン 

Ⓕ新川の道景観形成ゾーン 

新川耕地区域（景観計画重点区域） 

景観計画区域（市域全域） 

Ⓘ 

流山 IC 

江戸川台駅 

運河駅 利根運河 

東武野田線 

Ⓖ 

Ⓖ 

Ⓖ 

Ⓘ 

Ⓗ 

Ⓕ 

新川の道景観形成ゾーン 

新川の森景観保全ゾーン 

新川耕地景観保全ゾーン 

新川の連なる緑の景観創出ゾーン 
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Ⓘ 新川の連なる緑の景観創出ゾーン 

 

理 念 
○新川耕地区域内の景観要素である江戸川、利根運河、斜面樹林及び田園の緑
豊かな自然的景観に配慮した景観形成の創出 

目 標 

・道路沿道の緩衝帯（グリーンベルト）となる植栽空間を創出します。 

・斜面樹林に調和する建築物等の修景を目指します。 

・敷地内には、周辺の緑と調和するよう、植栽を施します。 

・緑豊かな新川耕地の風景を楽しめる公共空間を創出します。 

・斜面樹林、田園、今上落しおよび江戸川等の自然的要素を保全します。（※Ｒ３） 

・田園集落や屋敷林を偲ばせる風景の保全及び修景に努めます。（※Ｒ３） 

・今上落し周辺においては、当時（平成１９年時点）の設えを継承する河川空間を創出します。 

（※Ｒ３） 

良好な景観の形成に関する方針 

方針 
取り組み主体 

市民・事業者 行政 

斜面樹林との連続性に配慮した敷地内緑化を推進するとともに、多様な生態

系を考慮し自然と共生した景観を創出する。 
◎ ◎ 

建築物等は、新川の道及び江戸川の堤防からの眺望を意識した形態意匠と

する。 
◎ ○ 

建築物やサイン等のデザインに関するルールを作り、統一感のある景観を創

出する。 
◎ ◎ 

道路の整備については、歩いて楽しい道、歩きたくなるような道とする工夫

を施す。 
◎ ◎ 

広告物等は、自然的風景を損なわない形態意匠とする。 ◎ ◯ 

夜間照明は、器具や光量及び色が周辺の景観を損なわないものとする。 ◎ ○ 

江戸川の緑と連続するように、公共空間や敷地内への緑化に努めます。 

（※Ｒ３） 
◎ ○ 

                        ◎：特に関連するもの、◯：関連するもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⓘ 新川の連なる緑の景観創出ゾーン 

 

理 念 
○新川耕地区域内の景観要素である江戸川、利根運河、斜面樹林及び田園の緑
豊かな自然的景観に配慮した景観形成の創出 

目 標 

・道路沿道の緩衝帯（グリーンベルト）となる植栽空間を創出します。 

・斜面樹林に調和する建築物等の修景を目指します。 

・敷地内には、周辺の緑と調和するよう、植栽を施します。 

・緑豊かな新川耕地の風景を楽しめる公共空間を創出します。 

・新川耕地の生態系の保全に努めます。 

 

 

 

良好な景観の形成に関する方針 

方針 
取り組み主体 

市民・事業者 行政 

斜面樹林との連続性に配慮した敷地内緑化を推進するとともに、多様な生態

系を考慮し自然と共生した景観を創出する。 
◎ ◎ 

建築物等は、新川の道及び江戸川の堤防からの眺望を意識した形態意匠と

する。 
◎ ○ 

建築物やサイン等のデザインに関するルールを作り、統一感のある景観を創

出する。 
◎ ◎ 

道路の整備については、歩いて楽しい道、歩きたくなるような道とする工夫

を施す。 
◎ ◎ 

広告物等は、自然的風景を損なわない形態意匠とする。 ◎ ◯ 

夜間照明は、器具や光量及び色が周辺の景観を損なわないものとする。 ◎ ○ 

                        ◎：特に関連するもの、◯：関連するもの 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路沿いに高木を植栽することで緑の道を創出

し、建物の修景を図ります。 

道路沿いには緩衝帯（グリーンベルト）となる植

栽空間を設けます。 
道路沿いに高木を植栽することで緑の道を創出

し、建物の修景を図ります。 

道路沿いには緩衝帯（グリーンベルト）となる植

栽空間を設けます。 
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（３）新川耕地区域 

 

Ｆ：新川の道景観形成ゾーン 

Ｇ：新川の森景観保全ゾーン 

Ｈ：新川耕地景観保存ゾーン 

Ｉ：新川の連なる緑の景観創出ゾーン 

全：全てのゾーンに適用する。 

項 目 ゾーン 基 準 

周辺への配慮事

項 

全 

○斜面樹林との連続性に配慮しながら、施設周辺に十分な緑化を施す。 

○色彩や装飾的意匠による演出等を行う場合は、自然素材の活用や落ち着

いた色彩を使用する。 

○景観資源に面する屋外設備は、露出しないように修景する。 

○公共空間や敷地においては、季節の花木を飾るなど、街並みに彩りや、

緑が連続して見えるような空間を創出する。 

ＦＧＨ 
○周辺から建築物及びその他の工作物等の施設が目立たない形態意匠と

する。 

Ｆ 

○新川の道からの眺望される道路沿道境界部においては、建築物が目立た

なくなるよう、植栽などにより修景する。 

○新川の道の沿道境界部においては、建物の圧迫感を軽減させるよう、大

規模な緑の緩衝帯（グリーンベルト）を設ける。 

Ｈ 
○生活空間にあった建物の配置とし、緑があふれ、落ち着きのある建築物

等の形態意匠とする。 

Ｉ 

○新川の森に面する敷地については、新川の森の緑と一体的となる緑化を

施す。 

○公共空間となる植栽帯については、歩いて楽しめるような演出を行う。 

建築物等

に関する

事項 

形態 

意匠 

ＦＧＨ 

○建築物は、区域の景観と調和するよう低層とする。 

○建築物は、区域の景観と調和するよう高さや形状を工夫し、隣接する建

物との連続性を図り、周辺との調和を創出する。 

○勾配屋根など、屋根の形状が整っている街並みにおいては、屋根の形状

について周辺との調和を図る。 

Ｉ 

○建築物等の壁面が大規模になる場合は、壁面の分節化やセットバック等

を行うとともに、特に緑化に配慮して修景を行う。 

○建築物は、新川耕地区域の景観に配慮し、高さを抑える。 

全 

○建築物等に付帯する配管、屋外機、屋外階段などの設備類は、形態や使

用する材料を建築物本体と同様のものとして一連性を持たせる。また、

ルーバーや植栽等により直接見えないように修景し、違和感のない外観

とする。 

 

（３）新川耕地区域 

 

Ｆ：新川の道景観形成ゾーン 

Ｇ：新川の森景観保全ゾーン 

Ｈ：新川耕地景観保存ゾーン 

Ｉ：新川の連なる緑の景観創出ゾーン 

全：全てのゾーンに適用する。 

項 目 ゾーン 基 準 

周辺への配慮事

項 

全 

○斜面樹林との連続性に配慮しながら、施設周辺に十分な緑化を施す。 

○色彩や装飾的意匠による演出等を行う場合は、自然素材の活用や落ち着

いた色彩を使用する。 

○景観資源に面する屋外設備は、露出しないように修景する。 

○公共空間や敷地においては、季節の花木を飾るなど、街並みに彩りや、

緑が連続して見えるような空間を創出する。 

ＦＧＨ 
○周辺から建築物及びその他の工作物等の施設が目立たない形態意匠と

する。 

Ｆ 

○新川の道からの眺望される道路沿道境界部においては、建築物が目立た

なくなるよう、植栽などにより修景する。 

○新川の道の沿道境界部においては、建物の圧迫感を軽減させるよう、大

規模な緑の緩衝帯（グリーンベルト）を設ける。 

Ｈ 
○生活空間にあった建物の配置とし、緑があふれ、落ち着きのある建築物

等の形態意匠とする。 

Ｉ 

○新川の森に面する敷地については、新川の森の緑と一体的となる緑化を

施す。 

○公共空間となる植栽帯については、歩いて楽しめるような演出を行う。 

建築物等

に関する

事項 

形態 

意匠 

ＦＧＨ 

○建築物は、区域の景観と調和するよう低層とする。 

○建築物は、区域の景観と調和するよう高さや形状を工夫し、隣接する建

物との連続性を図り、周辺との調和を創出する。 

○勾配屋根など、屋根の形状が整っている街並みにおいては、屋根の形状

について周辺との調和を図る。 

Ｉ 

○建築物等の壁面が大規模になる場合は、壁面の分節化やセットバック等

を行うとともに、特に緑化に配慮して修景を行う。 

○建築物は、新川耕地区域の景観に配慮し、高さを抑える。 

全 

○建築物等に付帯する配管、屋外機、屋外階段などの設備類は、形態や使

用する材料を建築物本体と同様のものとして一連性を持たせる。また、

ルーバーや植栽等により直接見えないように修景し、違和感のない外観
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項 目 ゾーン 基 準 

建築物等

に関する

事項 

色彩 
全 

○建築物等に付帯する配管、屋外機、屋外階段などの設備類は、建築物等

の本体と調和を図るよう色彩の調和を図る。 

ＦＧＨ 

○壁面の色は、落ち着いた色合いを用いる。 

色彩は、色彩基準の表２とする。 

○屋根の色は、落ち着いた色合いを用いる。 

色彩は、色彩基準の表２とする。 

Ｉ 

○壁面の色は、落ち着いた色合いを用いる。 

色彩は、色彩基準の表４とする。 

○屋根の色は、落ち着いた色合いを用いる。 

色彩は、色彩基準の表４とする。 

敷地の

緑化等 
全 

○敷地内には、樹木を植栽する。 

 道路沿いにあっては、低木及び中高木を混植すること。 

Ｉ 

○建築物等が大規模になる場合は、敷地境界に沿って連続した大規模な緑

地を設け、新川の森沿道境界部においては、斜面樹林と調和した樹木を

植栽する。 

○建築物等が大規模になる場合は、壁面緑化や屋上緑化等により建物を修

景する。 

〇今上落しの河川空間においては、可能な限り既存樹木を保全するととも

に、当時（平成１９年時点）の田園風景を印象付けている屋敷林を思わ

せる設えとする。また、水路沿いは既存樹木や緑の連続性を創出する。

（※Ｒ３） 

 

 

 

 

素材 
全 

○表面に着色を施していない木材、石材、金属板等の素材は、その素材の

持ち味を活かす。 

外構等 

全 

○外構は、生垣、木材、石材等の自然素材を用いる。 

やむを得ずコンクリートブロック造等となる場合は、剥き出しを避け、

素材が目立たないように修景する。 

また、緑が連続して見えるような配置の工夫を行う。 

駐車場 

立体駐車場 
全 

○駐車場は、建築物（構造物）の過半が直接露出しないよう、樹木等の植

栽により修景する。 

とする。 

 

項 目 ゾーン 基 準 

建築物等

に関する

事項 

色彩 
全 

○建築物等に付帯する配管、屋外機、屋外階段などの設備類は、建築物等

の本体と調和を図るよう色彩の調和を図る。 

ＦＧＨ 

○壁面の色は、落ち着いた色合いを用いる。 

色彩は、色彩基準の表２とする。 

○屋根の色は、落ち着いた色合いを用いる。 

色彩は、色彩基準の表２とする。 

Ｉ 

○壁面の色は、落ち着いた色合いを用いる。 

色彩は、色彩基準の表４とする。 

○屋根の色は、落ち着いた色合いを用いる。 

色彩は、色彩基準の表４とする。 

敷地の

緑化等 
全 

○敷地内には、樹木を植栽する。 

 道路沿いにあっては、低木及び中高木を混植すること。 

Ｉ 

○建築物等が大規模になる場合は、敷地境界に沿って連続した大規模な緑

地を設け、新川の森沿道境界部においては、斜面樹林と調和した樹木を

植栽する。 

○建築物等が大規模になる場合は、壁面緑化や屋上緑化等により建物を修

景する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

素材 
全 

○表面に着色を施していない木材、石材、金属板等の素材は、その素材の

持ち味を活かす。 

外構等 

全 

○外構は、生垣、木材、石材等の自然素材を用いる。 

やむを得ずコンクリートブロック造等となる場合は、剥き出しを避け、

素材が目立たないように修景する。 

また、緑が連続して見えるような配置の工夫を行う。 

 

農村集落の歴史風土を演出する要素 

として屋敷林を保全し、当時の姿を 

継承する。 
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照明 

（夜間景観） 

全 

○防犯に必要な照明等を除き、不要な光が周辺に漏れないよう光の方向を

工夫する。 

○暖かみや落ち着きのある光源の使用や、落ち着いた夜間景観の演出効果

が高い照明方法を工夫する。 

○サーチライト等、むやみに夜空に光を放す照明は行わない。 

その他の設置物

等 

全 

○建築物又は工作物等の行為に伴う駐車場、駐輪場、ごみ集積所その他の

設置物等については、周囲から目立たない配置及び形態意匠とする。 

やむを得ない場合は、建築物と同様の形態意匠及び素材によって囲む

か、周囲の緑化等により修景に努める。 

○自動販売機の設置については、道路に直接面して設置しないなど、周囲

から目立たない配置及び落ち着いた形態意匠とする。 

○市の治水の計画との整合を図るため、調整池等を設ける場合は、自然植

生の積極的な活用や周辺景観との調和に配慮するとともに、多様な自然

が感じられる景観及び視点場の創出に努め、周囲は緑化等による修景を

行う。 

〇今上落しについては親水性を確保するとともに、多自然型工法を用いる

等、植生に配慮した設えとする。（※Ｒ３） 

 

 

 

＜写真？＞ 

 

 

 

 

 ※Ｒ３・・・令和３年●月●日に改正       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駐車場 

立体駐車場 
全 

○駐車場は、建築物（構造物）の過半が直接露出しないよう、樹木等の植

栽により修景する。 

照明 

（夜間景観） 

全 

○防犯に必要な照明等を除き、不要な光が周辺に漏れないよう光の方向を

工夫する。 

○暖かみや落ち着きのある光源の使用や、落ち着いた夜間景観の演出効果

が高い照明方法を工夫する。 

○サーチライト等、むやみに夜空に光を放す照明は行わない。 

その他の設置物

等 

全 

○建築物又は工作物等の行為に伴う駐車場、駐輪場、ごみ集積所その他の

設置物等については、周囲から目立たない配置及び形態意匠とする。 

やむを得ない場合は、建築物と同様の形態意匠及び素材によって囲む

か、周囲の緑化等により修景に努める。 

○自動販売機の設置については、道路に直接面して設置しないなど、周囲

から目立たない配置及び落ち着いた形態意匠とする。 

○市の治水の計画との整合を図るため、調整池等を設ける場合は、自然植

生の積極的な活用や周辺景観との調和に配慮するとともに、多様な自然

が感じられる景観及び視点場の創出に努め、周囲は緑化等による修景を

行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今上落しの河川機能を確保するだ

けでなく、地域を特徴づけるシン

ボルとしての価値を尊重し、自然

に配慮した設えを行う。 
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（１）市民・事業者・行政の協働 

本市の景観形成は、景観計画に基づき、市民・事業者・行政のそれぞれが景観形成の主体として、自らの果たす

べき役割を認識し、身近な場所から景観の創出に取組んでいくことを基本的な考え方とし、それぞれの取組みを、

協働の仕組みによって支えることにより、点から線、線から面へ、さらには、市全域へと発展させていくことを

目指すものです。 

 

◇ 市民・事業者・行政の連携による取組みの推進 

景観は、多くの市民が所有し、利用する土地及び建物によって構成され、また、土地の造成や建物の建築に関わ

る事業者の景観に対する意識は、これらの景観に大きな影響を及ぼします。 

このため景観形成を進めていく上では、市民・事業者・行政など本市の景観形成に関わる全ての主体が適切な

役割分担との連携のもとで、取組んでいくことが必要です。 

また、連携による景観形成を進める点からは、市民や事業者の主体的な取組みを促すとともに、これらの取組

みに対する行政側の支援も必要となることから、下記の方策により景観の専門家の協力を仰ぎつつ、市民・事業

者・行政の連携による取組みを推進することとします。 

 

（２）市民・事業者の主体的な景観の形成への啓発及び支援 

市民や事業者の主体的な取組みを促すため、景観形成に対する意識の醸成や表彰制度の導入、主体的な活動に

対する技術的な支援などを検討します。 

① 景観形成に対する意識の醸成 

景観の形成については、日常生活の中で景観を感じることから始めることが大切です。 

本市においては、庭の草花が、四季折々に花を咲かせる庭の眺めや、江戸川の土手から夕日に映る富士山や、

頂に雪をのせた雄大な富士山や筑波山の風景など、日常的な暮らしの中に多くの良好な景観を見出すことがで

きます。また、三輪野山の茂侶神社に伝わる奇祭で毎年１月に行われる「ヂンガラ餅神事」や、平安時代初期に

創建され「おすわさま」と呼ばれて親しまれている諏訪神社では、「諏訪大祭」が毎年８月２３日に執り行われ

ているほか、「赤城神社の大しめなわ」、「鰭ヶ崎おびしゃ」として弓射ちと神楽を残す伝統神事など、本市にお

いても多くの伝統神事等が行われており、文化的な景観、心象的な景観として、市民の心に刻まれています。こ

うした、その地で実感できる風景や目に飛び込んでくる美しい風景、文化的な景観及び身近な空間における景

観を実感できるような取組みも大切です。 

さらに、景観シンポジウムの開催やパンフレットの配布、ホームページなどにより、市としての景観施策へ

の取組み方や考え方などの情報の提供を行うことにより、景観の形成への関心を醸成するとともに、本市の景

観要素の再発見や埋もれた景観的資源の発掘などを通じ、景観への関心が高まるよう啓発活動を行うこととし

ます。 

また、将来の流山市を担う子供たちの育成も重要です。子どもの頃から景観に対する意識づけと、地域の景

観を大切に思う心を育てていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

（１）市民・事業者・行政の協働 

本市の景観形成は、景観計画に基づき、市民・事業者・行政のそれぞれが景観形成の主体として、自らの果たす

べき役割を認識し、身近な場所から景観の創出に取組んでいくことを基本的な考え方とし、それぞれの取組みを、

協働の仕組みによって支えることにより、点から線、線から面へ、さらには、市全域へと発展させていくことを目

指すものです。 

 

◇ 市民・事業者・行政の連携による取組みの推進 

景観は、多くの市民が所有し、利用する土地及び建物によって構成され、また、土地の造成や建物の建築に関わ

る事業者の景観に対する意識は、これらの景観に大きな影響を及ぼします。 

このため景観形成を進めていく上では、市民・事業者・行政など本市の景観形成に関わる全ての主体が適切な

役割分担との連携のもとで、取組んでいくことが必要です。 

また、連携による景観形成を進める点からは、市民や事業者の主体的な取組みを促すとともに、これらの取組

みに対する行政側の支援も必要となることから、下記の方策により景観の専門家の協力を仰ぎつつ、市民・事業

者・行政の連携による取組みを推進することとします。 

 

（２）市民・事業者の主体的な景観の形成への啓発及び支援 

市民や事業者の主体的な取組みを促すため、景観形成に対する意識の醸成や表彰制度の導入、主体的な活動に

対する技術的な支援などを検討します。 

① 景観形成に対する意識の醸成 

景観の形成については、日常生活の中で景観を感じることから始めることが大切です。 

本市においては、庭の草花が、四季折々に花を咲かせる庭の眺めや、江戸川の土手から夕日に映る富士山や、

頂に雪をのせた雄大な富士山や筑波山の風景など、日常的な暮らしの中に多くの良好な景観を見出すことがで

きます。また、三輪野山の茂侶神社に伝わる奇祭で毎年１月に行われる「ヂンガラ餅神事」や、平安時代初期に

創建され「おすわさま」と呼ばれて親しまれている諏訪神社では、「諏訪大祭」が毎年８月２３日に執り行われ

ているほか、「赤城神社の大しめなわ」、「鰭ヶ崎おびしゃ」として弓射ちと神楽を残す伝統神事など、本市にお

いても多くの伝統神事等が行われており、文化的な景観、心象的な景観として、市民の心に刻まれています。こ

うした、その地で実感できる風景や目に飛び込んでくる美しい風景、文化的な景観及び身近な空間における景

観を実感できるような取組みも大切です。 

さらに、景観シンポジウムの開催やパンフレットの配布、ホームページなどにより、市としての景観施策へ

の取組み方や考え方などの情報の提供を行うことにより、景観の形成への関心を醸成するとともに、本市の景

観要素の再発見や埋もれた景観的資源の発掘などを通じ、景観への関心が高まるよう啓発活動を行うこととし

ます。 

また、将来の流山市を担う子供たちの育成も重要です。子どもの頃から景観に対する意識づけと、地域の景

第８章 景観形成推進方策 

第８章 景観形成推進方策 
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② 表彰制度の導入 

優れた建築物や街並み、緑化をはじめ各種の取組みなどを表彰する制度を制定することにより、市民や事業

者の主体的かつ積極的な取組みを促進します。 

 

③ 景観形成の活動への支援 

市民等の発意による景観の形成を支援するため、「景観提案制度」の導入を検討します。 

景観提案制度は、景観法に基づく計画提案の作成を、市として支援するための独自制度であり、市民の自主

的な合意事項に基づき、当該地区における行為の制限を反映した景観計画の変更、景観協定の締結など、景観

法に基づく施策への展開を図るものとします。 

 

④ 専門家の派遣制度の導入 

景観提案制度に基づく活動を支援するため、計画提案の内容に対して指導及び助言を行う専門家としての「景

観まちづくりアドバイザー」の派遣を検討します。 

また、景観まちづくりアドバイザーに関わる情報提供及び仲介により、その他の主体的な活動の支援を検討

します。 

 

⑤ 緑化推進への支援 

緑化推進を図るため、以下のような既存の制度の活用を促進することにより、市民や事業者の主体的かつ積

極的な取組みを支援します。 

 

  既存制度（担当課：みどりの課） 

制度の名称 制度の内容 

グリーンチェーン認定 

・グリーンチェーン認定基準により、開発事業等における緑

化や環境に配慮した整備基準を評価するもので、 これに

より、開発行為等の自発的な取組みを誘導し、緑豊かな環

境の実現を目指す。 

グリーンバンク制度 
・家の増改築などで不要となった樹木の情報を、樹木を必要

としている人に提供する制度 

みどりのまちなみ整備事業 ・道路の境界に生垣を設置する個人に対して補助 

附 則 

  告示：平成１９年１２月２１日      告示：平成２８年１２月２２日 

  施行：平成２０年 ４月 １日      施行：平成２８年１２月２２日 

 

  告示：平成２４年 ６月２９日      告示：平成３０年１０月１２日 

  施行：平成２４年１０月 １日      施行：平成３１年 ４月 １日 

 

  告示：平成２７年 ２月１３日      告示：令和 ２年 ３月２７日 

  施行：平成２７年 ２月１３日      施行：令和 ２年 ４月 １日 

観を大切に思う心を育てていきます。 

 

 

② 表彰制度の導入 

優れた建築物や街並み、緑化をはじめ各種の取組みなどを表彰する制度を制定することにより、市民や事業

者の主体的かつ積極的な取組みを促進します。 

 

③ 景観形成の活動への支援 

市民等の発意による景観の形成を支援するため、「景観提案制度」の導入を検討します。 

景観提案制度は、景観法に基づく計画提案の作成を、市として支援するための独自制度であり、市民の自主

的な合意事項に基づき、当該地区における行為の制限を反映した景観計画の変更、景観協定の締結など、景観

法に基づく施策への展開を図るものとします。 

 

④ 専門家の派遣制度の導入 

景観提案制度に基づく活動を支援するため、計画提案の内容に対して指導及び助言を行う専門家としての「景

観まちづくりアドバイザー」の派遣を検討します。 

また、景観まちづくりアドバイザーに関わる情報提供及び仲介により、その他の主体的な活動の支援を検討

します。 

 

⑤ 緑化推進への支援 

緑化推進を図るため、以下のような既存の制度の活用を促進することにより、市民や事業者の主体的かつ積

極的な取組みを支援します。 

 

  既存制度（担当課：みどりの課） 

制度の名称 制度の内容 

グリーンチェーン認定 

・グリーンチェーン認定基準により、開発事業等における緑

化や環境に配慮した整備基準を評価するもので、 これに

より、開発行為等の自発的な取組みを誘導し、緑豊かな環

境の実現を目指す。 

グリーンバンク制度 
・家の増改築などで不要となった樹木の情報を、樹木を必要

としている人に提供する制度 

みどりのまちなみ整備事業 ・道路の境界に生垣を設置する個人に対して補助 

附 則 

  告示：平成１９年１２月２１日      告示：平成２８年１２月２２日 

  施行：平成２０年 ４月 １日      施行：平成２８年１２月２２日 

 

  告示：平成２４年 ６月２９日      告示：平成３０年１０月１２日 

  施行：平成２４年１０月 １日      施行：平成３１年 ４月 １日 
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流山市景観計画（新旧対照表） 

新 旧 
 

6-11 

 

  告示：令和３年 ●月 ●日 

  施行：令和３年 ●月 ●日 

  告示：平成２７年 ２月１３日      告示：令和 ２年 ３月２７日 

  施行：平成２７年 ２月１３日      施行：令和 ２年 ４月 １日 
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